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lAa-5 卵巣摘出ラットにおけるテンペ摂取の骨量減少抑制作用

○池田彩子、江崎秀男、江渾郁子＊、山下かなへ
(椙山女大、＊日本女大)
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【目的】植物に含まれるイソフラボンは、骨代謝においてエストロゲン様の作用を示
すことから、近年注目されている。蒸し大豆をRhizopus 属のカビにより発酵させてつ

くられるテンペは、大豆中のイ ソフラボンが発酵過程で配糖体から遊離型になること

により、イソフラボンが体内に取り込まれやすいと考えられる。そこで、本研究では、

テンペの摂取による骨量減少抑制の可能性を、卵巣摘出ラットを用いて検討した。
【方法】初体重120g の雌SD ラットに卵巣摘出手術を行い、対照群、蒸し大豆200g/kg

添加食群（大豆食群）およびテンペ200g/kg 添加食群（テンペ食群）の３群に分けた。

８週間飼育後、大腿骨、けい骨、血清、糞、尿を採取し、それぞれのカルシウム量、
大腿骨破断力および破断エネルギー、骨重量、骨代謝マーカーである血清アルカリホ

スファターゼ活性を測定した。

【結果】大腿骨、けい骨、血清、尿および糞中のカルシウム量は、卵巣摘出および大

豆食、テンペ食による明らかな差が観察されなかった。大腿骨およびけい骨の乾燥重

量は卵巣摘出によって減少し、対照群に比べて大豆食群でやや増加し、テンペ食群で
偽手術ラットのレベルにまで増加した。血中アルカリホスファターゼ活性は、卵巣摘

出により上昇し、対照群に比べて大豆食群およびテンペ食群で低下する傾向が見られ

た。以上の結果から、卵巣摘出により起こる骨量の減少をテンペ摂取が抑制する可能
性が示 された。
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( 目的》高齢者人口の増加に伴い、高齢者のQOKQuality of Life) 向上の一つの手段と
して骨粗髪症予防は急務の課題となっている。カルシウム(Ca)の摂取不足は骨粗霧症の

リスクファクターの一つで､あり、有効なCa 源の開発が益々注目されている。乳成分のCa
代謝に対する有効性は種々報告されているが、乳清Ca の骨量変化に対する効果に関する
検討は少ない。そこで本研究では、乳清Ca の骨密度に対する効果を中心に検討を行った、

《 方法》体重約150g の６週齢SD 系雌ラット24 匹を使用した。動物には､卵巣摘出術(OVX)
または偽手術(Shai) を施し低Ca 食(O.OU Ca, O.3%P) で一ヶ月間飼育した。その後OVX群
はさらに２群に分け、Ca Q.3%,   P 0.3%を含みCaCOs のみをCa源とするCaCOa 食群､および
乳清Ca のみをCa 源とするWhey Ca 食群の二群に分け､さらに一ヶ月間飼育した。なおShai 群

にはCaCOa 食を与えた。飼育期間中、実験開始時･試験食開始直前･飼育終了直前の計3回、
生体における骨密度測定を行った。また､試験食飼育直前を含む計４回、ラットを代謝ゲー

ジに入れCa出納試験を実施した。さらに解剖時に左右大腿骨･脛骨および腰椎を摘出し、
摘出骨の骨密度測定、および骨破断強度測定を行った。
《 結果》腰椎･脛骨近位部骨密度 において、sham群に比べOVX-CaCOs 群は有意な低値 を
示したが､0VX-CaC03 群に比べOVX-Whey Ca 群は有意な高値を示した。また､脛骨骨幹部
においてもOVX-CaCOs 群に比べOVX-Whey Ca 群は有意な高値を示した。さらにOVX-Whey

Ca群のCa 吸収率は0VX-CaC03 群 に比べ高値傾向を示した。以 上よりWhey Ca( 乳清Ca) は、
骨密度増加に有効なCa 源であることが示唆さ れた。
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